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五
月
に
新
し
い
介
護
セ
ミ
ナ
ー　

地域との連
携について
意見を交換
しました。

新人の方、研修担当の方に最適です !!

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の
「
新
し
い
介
護
セ
ミ
ナ
ーPart

２
」
が
五
月
二
十
二
日
（
日
）、
新
百
合
ヶ
丘

の
川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
第
一
人
者
・
大
田
仁
史
、
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究

『介護不安は解消できる』

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
響

運
営
推
進
会
議

町
会
や
消
防
団
と
の
連
携

セ
ン
タ
ー
長
の
介
護
へ
の
眼
差
し
と
経
験
値
が
本
に
な
り
ま
し
た

すぐに役立つ
介護講座

ぜひ触れてほしい「介護の専門性」

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の
第
五
十
二
回
セ
ミ
ナ
ー
「
す
ぐ
に

役
立
つ
介
護
講
座
」
は
、
四
月
十
七
日
（
日
）
に
当
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
金
田
由
美
子
セ
ン
タ
ー
長
＝
写
真

＝
が
二
十
年
来
携
わ
っ
て
き
た
介
護
の
経
験
値
を
ベ
ー
ス
に
、
新
人
の

方
に
も
わ
か
り
や
く
す
整
理
さ
れ
た
研
修
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
研
修

を
担
当
さ
れ
る
方
に
も
ぜ
ひ
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
残
っ
た
機
能
を
活

　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
」
と
い
う
介

護
の
役
割
を
再
認
識
し
、
具
体
的
な
ケ

ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た

認
知
症
の
方
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、「
問

題
行
動
の
背
景
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
生

理
学
的
動
作
に
基
づ
く
介
護
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
介
護
さ
れ
る
方
に
と
っ
て

も
、
介
護
す
る
側
に
と
っ
て
も
「
安
全
」

「
安
心
」
で
、
か
つ
ま
た
残
っ
た
機
能
や

意
欲
を
引
き
出
す
自
立
支
援
の
た
め
の

介
助
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。
受
講
料
は
三
千
円
。
定
員
四

十
名
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

金
田
セ
ン
タ
ー
長
が
執
筆
し

た
『
介
護
不
安
は
解
消
で
き
る
』

が
三
月
二
十
二
日
、
集
英
社
か

ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
の

　
　

仕
事
に
携
わ
っ
て
二
十
年

　
　
　
　
　

来
の
経
験
か
ら
得

た
介
護
の
本
質
や
、
介
助
の
コ

ツ
な
ど
が
、
豊
富
な
事
例
や
イ

ラ
ス
ト
を
も
と
に
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
た

事
前
の
準
備
や
心
構
え
、
介
護

保
険
制
度
の
仕
組
み
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
来

た
る
べ
き
日
」
に
備
え
る
必
読

の
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4 月 17 日

所
の
三
好
春
樹
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
「
介
護
良
け
れ
ば
終
わ
り
よ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
認
知
症
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
残
っ
た
機
能
を
活
か
す
」
介
護
の
本
質
が
学
べ
ま
す

の
家
族
の
方
々
と
連
携
を
は
か
る
場
と

し
て
、
隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
利
用
者
の
家
族
の
方
を

は
じ
め
、
栗
谷
地
区
の
岸
景
美
自
治
会

長
、
多
摩
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
藤

原
司
会
長
、
川
崎
市
の
高
齢
者
事
業
推

進
課
の
担
当
者
、
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
の

岸
社
長
、
金
田
セ
ン
タ
ー
長
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
響
の
平
田
主
任
な
ど
計
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
田
主
任
よ
り
利
用
者
の
最
近
の
様

子
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
地

域
と
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
夜
間
の
火

災
の
際
の
、
近
隣
の
方
々
と
の
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。
万
一

の
火
災
に
備
え
て
、
今
後
、
地
元
の
消

防
団
と
の
密
接
な
協
力
体
制
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
響
の
運
営
推
進
会

議
が
こ
の
ほ
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

域
の
方
々
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
居
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
利
用
者 火

災
な
ど
万
一
に
備
え
て
協
議
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